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本
市
の
義
務
教
育
施
設
は
、
小
学
校　
１９

校
、
中
学
校
７
校
、
幼
稚
園
４
園
及
び
給

食
セ
ン
タ
ー
２
か
所
等
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
に
お
い
て
も
社
会
的
な
問
題
で

あ
る
少
子
化
の
影
響
は
深
刻
で
あ
り
、
現

在
市
内
小
学
校
の
５
校
に
お
い
て
は
、
複

式
学
級
に
よ
る
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
数
が
平
成　

年
２４

度
ま
で
に
は
、
約　

％
の
減
少
が
予
想
さ

１３

れ
る
な
ど
、
学
校
運
営
等
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、「
常
陸
大
宮

市
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
」
で

は
、
平
成　

年　

月
よ
り
義
務
教
育
施
設

１７

１１

の
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、

こ
の
た
び
中
間
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

当
市
に
お
け
る
学
校
の
適
正
規
模
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
通
学
区
域
の
再
編
を

図
り
、
義
務
教
育
施
設
の
適
正
な
配
置
を

推
進
す
る
。

　

今
後
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

�
学
校
間
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
数
・
学

級
数
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
今

後
の
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
数

の
推
移
を
考
慮
し
な
が
ら
、
学
校
の
適

正
規
模
に
つ
い
て
の
基
準
を
早
期
に
設

定
す
る
。

�
児
童
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環

境
を
実
現
す
る
た
め
、
通
学
距
離
や
地

域
性
、
さ
ら
に
相
関
関
係
に
あ
る
隣
接

す
る
通
学
区
域
の
児
童
生
徒
数
等
を
勘

案
し
、
通
学
区
域
の
再
編
を
進
め
て
い

く
。

�
市
全
体
の
義
務
教
育
施
設
の
適
正
な
配

置
に
配
慮
し
た
、
施
設
の
計
画
的
な
整

備
を
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
に
関

す
る
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

調
査
・
審
議
を
継
続
し
て
い
く
。
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